
 

キントーン活用事例プレゼン 

kintone舞鶴 CS2024開催要領 

 

目的と本イベントのゴール設定 

kintoneを定着させるため、本イベントを開催し庁内外問わず kintone利用者で盛り上がること。さ

らに活用の幅を広めるためのアイデアを集めること。他自治体と交流・意見交換し、仲間をつくること。

アプリを作ったことがない人に「こういう使い方があるのか！」と発見させること。 

 

イベントの概要 

kintone を使い始めて 3年以内の自治体で業務の改善度を競うプレゼン大会を開催する。本大会は

チーム戦とし、動画配信と視聴者投票で庁内 CS（チャンピオンシップ、以下同じ）、庁外 CS を開催し、

その代表者が集う CS 決勝を舞鶴市で開催。参加チームからは説明資料とアプリテンプレートをもら

い、参加チームに還元する。kintone アプリは未完成でも可とし、業務に実装できていないものも対

象とする。 

 

主催 

舞鶴市政策推進部デジタル推進室デジタル推進課 

 

後援 

サイボウズ株式会社 

 

庁内 CS 

開催予定期間 

9月上旬～9月中旬 

内容 

10 分以内で業務改善のプレゼンテーションを行う。そのプレゼンを動画で録画し、庁内動画サーバで

配信し、庁内職員による視聴者投票で CS決勝に進む代表者を２チーム決定する。 

参加資格 

舞鶴市役所職員 

提出物 

プレゼンで利用する kintoneアプリのURL 

プレゼンテーションで使用する資料 

◆形式：PowerPointファイルを PDFに変換したもの 

◆スライドマスター（スライドの様式） / ページ数：自由 

◆資料に入れていただく内容（例） 

・業務改善に取り組んだ背景 ・業務改善前の流れ ・改善後の業務の流れ ・業務改善のコンセプト 

・アプリを含めた構成図 ・実際のアプリ画面 ・効果検証の結果や期待できること 

・取り組んだ感想など 

※資料への動画やアニメーションの挿入は不可とする 



 

エントリー方法 

8月 26日（月）までに kintoneアプリで上記提出物を提出。 

エントリー後の流れ 

プレゼンテーション動画をデジタル推進課が 1発撮りで撮影（録画）する。その後動画を庁内に公開し、

庁内視聴者での投票を行う（職員が持ち点１なのに対し、デジタル推進室長、政策推進部長は 10 点、

副市長、市長は 15点とする）。 

視聴者投票 

庁内職員が視聴者となり、参加チームの中で一番良いと思ったチームへの投票を kintone アプリで

行う。投票した視聴者の中から抽選で kintoneグッズをプレゼントする。 

 

庁外 CS 

開催予定期間 

9月中旬～10月上旬 

内容 

10分以内の動画で業務改善のプレゼンテーションを行う。その動画を本市公式Youtubeチャンネル

の限定公開で配信し、自治体 kintone コミュニティ「ガブキン」の参加者による視聴者投票で順位を

決定し、CS決勝について現地で参加できる自治体から代表者を 4チーム決定する。 

参加資格 

kintoneを利用して３年以内の自治体職員 

提出物 

プレゼンで使用する kintoneアプリのテンプレート 

10分以内のプレゼン動画 

※動画はZoom等の録画されたものを基本として、切り貼り等を除く高度な編集を施さないシンプル

なものとする 

プレゼンテーションで使用する資料 

◆形式：PowerPointファイルを PDFに変換したもの 

◆スライドマスター（スライドの様式） / ページ数：自由 

◆資料に入れていただく内容（例） 

・業務改善に取り組んだ背景 ・業務改善前の流れ ・改善後の業務の流れ ・業務改善のコンセプト 

・アプリを含めた構成図 ・実際のアプリ画面 ・効果検証の結果や期待できること 

・取り組んだ感想など 

※資料への動画やアニメーションの挿入は不可とする 

エントリー方法 

9月 6日（金）までに kintoneアプリ（フォームブリッジ）で上記提出物を提出。 

エントリー後の流れ 

エントリー時に提出された動画を本市公式 Youtube チャンネルの限定公開で動画配信し、視聴者投

票により順位を決定し公開。その中から CS 決勝に参加できる上位４チームに CS 決勝の案内状を送

付する。 

視聴者投票 

ガブキン参加者が視聴者となり、参加チームの中で一番良いと思ったチームへの投票を kintone ア



 

プリ（フォームブリッジ活用）で実施する。投票した視聴者の中から抽選で kintone グッズをプレゼン

ト（郵送）する。 

 

CS決勝 

開催日時 

11月 22日（金）14時～17時 

開催場所 

赤れんがパーク 

内容 

業務改善のプレゼンテーションを 10分以内で行う。審査員による配点を行い、総得点数の多いチーム

を優勝とする。また優勝者以外にも企業賞を設ける。 

提出物 

庁内・外 CSで提出された資料等から変更があれば再度、更新版を提出すること。 

発表形式 

事前に提出してもらった資料とアプリテンプレートを基に本市が準備した環境で、審査員に向けてプレ

ゼンテーションを実施する。 

レコード情報等も必要な場合は別途相談すること。 

レコードのデータは実際の運用データではなく、公開しても問題がないダミーデータとすること。 

発表後に審査員から質疑応答があれば随時対応すること。 

発表時間 

1チーム 10分以内 

※質疑応答の時間は含まない 

審査方法 

審査員が以下の 5つの審査基準から 1人 25点満点で採点する。 

①どのようなところを挑戦したか 

②業務の整理、可視化（きちんと業務が整理されて可視化されているか、業務に携わらない人でも理

解できる可視化の内容か） 

③資料の内容（内容は興味深いか、オリジナリティがあるか、わかりやすく整理されているか） 

④プレゼン能力（声の大きさやジェスチャー、効果的な資料の活用） 

⑤kintoneの活用方法（アプリの出来はどうか、トータルデザインで kintoneが活用できているか） 

表彰 

最優秀賞、企業賞 

その他 

当日の様子はウェブ配信を行う予定としている。そのため配信に適さない情報は発表時に映さないよ

うに依頼する。 

当日の開始前に操作等のテストを実施予定としている。別途案内する。 

 

問い合わせ先 

舞鶴市政策推進部デジタル推進室デジタル推進課（担当：谷） 

TEL: 0773-66-1092 

mail: digital@city.maizuru.lg.jp 


